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帰国生大学入試進学講演会実施帰国生大学入試進学講演会実施帰国生大学入試進学講演会実施帰国生大学入試進学講演会実施    
 河合塾海外帰国生コースでは、11月3日から17日の
間にわたってアメリカ･カナダの各地にて、帰国生大
学入試に関する進学講演会を行ないました。この進
学講演会は、ニューヨーク、コネティカット、ニュー
ジャージー、ワシントンDC、ミシガン、イリノイ、オハイ
オ、ケンタッキー、テネシー、インディアナ、カリフォル
ニア、ワシントンの各州の13都市、及びカナダのトロ
ントにて開催しましたが、当日は多数の中高生や保
護者にお集まりいただきました。お忙しい中ご参加く
ださった方々にこの場を借りてお礼申し上げます。ま
た、お住まいの地域が実施会場からは遠方であった
り、学校などの行事などのご都合で、残念ながらお越
しいただけなかった方にも、残部がある限りは進学講
演会で配布した資料をご提供差し上げます。ご希望
の方は、北米事務所までお問い合わせください。 
 なお、以下に、進学講演会にてお話した内容のポイ
ントをまとめましたので、参加された方は復習のため
に、参加できなかった方は情報の確認のために、ぜ
ひご一読ください。 

帰国生大学入試の現状と対策帰国生大学入試の現状と対策帰国生大学入試の現状と対策帰国生大学入試の現状と対策    
重要な「英語力」、ただし英語だけでは合格できない重要な「英語力」、ただし英語だけでは合格できない重要な「英語力」、ただし英語だけでは合格できない重要な「英語力」、ただし英語だけでは合格できない    
    帰国生は海外で生活し、海外の学校で学んでいる
のですから、現地の語学(ここ北米では英語)を習得し
ていることは当然のことです。大学がその力を証明す
るために提出を求めるものが統一試験(アメリカで
は、TOEFL、SAT、ACT)のスコアです。帰国生大学入
試といえば、TOEFL、SATが絶対必要と思われている
方も多いようですが、実はスコアの提出を求めている
大学は４分の１強に過ぎません。スコアの提出を求め
ていない大学の合否は、大学が独自に行う入学試験
の結果で決まります。スコアの提出を求めている大学
でも、その結果を重視しているのは、国際基督教大、
上智大、早稲田大の国際教養学部と、慶應義塾大
(医学部、医療看護学部を除く)などごく少数です。そ
の他は大学独自の入学試験の結果も加味して合否

判定がなされます。 
 では、帰国生大学入試の入試科目とはどのようなも
のかと言いますと、もちろん大学や学部・学科によっ
て様々ですが、概ね、文科系では、英語、小論文、日
本語(国語)と面接、理科系では、英語、小論文、数
学、理科(１～２科目)と面接です。小論文は英語で課
されるところもありますが、英語以外は日本語で行わ
れる試験です。実は、英語も日本人の教員が作問し
た日本的な問題だったりもします。つまり、ここでは英
語力ではなく、日本語力が求められるのです。日本
の大学に入学するのですから、これは当然のことで
しょう。また、文科系でも経済系学部の場合は数学が
必要です。教科試験で課されなくても面接で数学力を
見られることもあります。小論文はにテーマ型と課題
文型があります。課題文型では大学の一般教養課程
で使用する学術書の抜粋とか、新聞の学部内容に関
連する記事を読ませる形式が目立ちますが、テーマ
型でもその知識を必要としています。さらに、そこに海
外での生活経験を盛り込むことが求められます。 
 ただし、帰国生大学入試では、決して高い日本語力
や教科の学力が求められているとは言えません。日
本に暮らしている一般入試の受験生と帰国生入試の
受験生の学習時間にもそれが現れています。河合塾
生を対象としたアンケート結果では、自宅での平均学
習時間は一般生が平日4.6時間、休日6.5時間である
のに対して、帰国生は平日2.2時間、休日2.0時間で
す。また、一般入試の浪人生(高卒生)は、4月から3月
までの長期にわたって受験勉強を継続するのに対し
て、帰国生の受験勉強期間は海外の高校卒業後の
７月から始まり、早い人では9月に終わってしまいま
す。帰国生大学入試は、時間的にも少なく、期間的に
も短い学習で合格を勝ち取ることのできるというよう
な比較的組みし易い入試であることを裏付けていま
す。 
 ここで帰国生大学入試の日程について触れておき
ます。2008年度4月入学の場合を例に挙げますと、9
月5日の早稲田大を皮切りに、帰国生に人気の慶應



義塾大、上智大および東京理科大の各学部の入試と
合格発表が9月中にほぼ終了します。続く10～11月期
にMARCH(明治大、青山学院大、立教大、中央大、法
政大)、日東駒専(日大、東洋大、駒沢大、専修大)など
の入試が行われます。国公立大は、横浜国立大や名
古屋大など一部が11～12月期に入試を行い、東京
大、京都大、一橋大、東京工業大などが2月下旬～3
月に入試を行います。9月入学の場合は、3～7月の間
に入試が行われ、帰国生大学入試はほぼ1年中行わ
れているロングラン入試といっても良いでしょう。ただ
し、早慶上智大、東京理科大を第1志望とする受験生
にとっては帰国後2ヶ月という短期間で結果が出てし
まう入試なのです。 
減少する帰国生特別枠？減少する帰国生特別枠？減少する帰国生特別枠？減少する帰国生特別枠？    
 以上のように、帰国生大学入試は受験生にとって恵
まれた入試とも言えるでしょう。親の都合で海外に暮
らすこととなり、現地校での外国語での学習や友人関
係にも苦労することも多いでしょうから、このくらいの
特典があっても良いかもしれません。しかし、帰国生
大学入試を取り囲む環境は決して安泰ではありませ
ん。 

日本の大学は、少子化の影響を受け「サバイバル
時代」に入っています。2008年度大学入試において
は、大学・短大志願者数と大学・短大の入学定員がほ
ぼ同数となり、(選ばなければ)希望者は全員大学に入
学できる「大学全入時代」が幕開けすると予想されて
いました。ただし、大学・短大志願者数が予想を上回
り、それは先送りされました。しかし、近い将来には必
ず「大学全入時代」がやって来ます。そのような状況
下、各大学では受験生をより集めやすい入試の仕組
みを作り、より多くの受験生に門戸を開く動きがある一
方で、入試問題の作成や選考などの入試の実施や運
営をスリム化しようという動きもあります。つまり、一般
入試に比べれば受験生の少ない帰国生入試を取りや
めるという動きが出ているのです。そのきっかけとなる
のが、「AO入試」の導入です。AO入試の導入により、
帰国生入試は実施しないという大学・学部も現れまし
た。 

AOはアドミッション・オフィスの略称で、AO入試はア
メリカの大学が行っている高校の調査書や統一試験
のスコアによる１次選考を経て、大学が独自に行う面
接による2次選考で合否を決定するという入試方式で
す。日本では、新学部(総合政策学部、環境情報学部)
を設置した際にこの入試方式を導入した慶應義塾大
がAO入試の草分け的存在です。9月入学を行う大学・
学部ではこの方式を導入していますし、4月入学でも

早稲田大(政経)や慶應義塾大(法)、同志社大などが
AO入試を導入しており、実施大学・学部数は増加傾
向にあります。早稲田大(政経)や慶應義塾大(法)は、
帰国生入試も実施していますので、帰国生はダブル
受験の機会がありますが、その他の大学も含めてAO
入試枠で受験する場合は、帰国生も一般生と同じ土
俵で戦わねばならないことになります。 

その際注意しておきたいのは、AO入試では帰国生
入試以上に自分自身をアピールすることが必要とな
り、人よりも秀でた実力を見せねばならないということ
です。例えばAO入試の募集要項では、出願書類とし
てスポーツの大会での記録、各種コンクールでの入賞
結果などを証明できる提出するよう記載されていま
す。海外での生活経験があるというだけでは勝負でき
なくなっているのです。 
帰国生に求められるもの帰国生に求められるもの帰国生に求められるもの帰国生に求められるもの    
 ここまで説明してきたように、帰国生入試で合格する
ためには、まず日本の大学で学ぶことのできるだけの
「日本語力」の養成が必要です。入学試験では、国語
や数学、理科、小論文、面接を通じて、「読む・書く・聞
く・話す」という総合的な力が試されます。そして、進学
する学部や学科への適性も同時に判定されます。特
に学部・学科への志望理由は大切です。小論文や面
接において志望理由のあいまいさが露見し、不合格と
なるケースも目立っています。小論文で読者(試験官)
の興味を惹く答案を書くためには、面接で聞き手(試験
官)を感心させるためには、他の受験生とは異なったも
のの見方が必要です。それは、外国人としてアメリカ
に生活したという経験が十分に盛り込まれ、また客観
的な視野から日本の現状や問題点を分析したというも
のでなければなりません。アメリカの社会と日本の社
会との双方を熟知していることが求められているので
す。 
 また、アメリカ・カナダに生活し、現地の学校で学ん
だのですから、英語は日本の高校生以上の実力が求
められます。大学・学部によって異なりますが、たとえ
ば冒頭に述べた統一試験のスコアを重視する慶應義
塾大学を受験しようとすれば、TOEFLのiBTでは、120
点満点中100点、SAT Reasoning Testでは、2400点満
点中の1800～1900点をクリアすることを目標としなけ
ればなりません。SATはこのReasoning Testの他、教
科別試験のSubject Testsの指定科目の提出を求め
る大学もあります。TOEFLは北米の大学を希望する外
国人留学生のための英語力判定テストですが、名の
ある4年制大学の入学基準点が80点であることを考え
ると結構高いスコアが求められていることが分かりま



す。慶應義塾大以外の大学でも概ね80点くらいは必
要となってきます。SATは北米の高校生がアメリカの
大学に入学するための試験ですが、平均点が1500点
となるように作問されています。そして、SATを必要と
する大学がIvy League校を中心とした難関大学であ
り、SATの受験者はアメリカの高校生でも成績優秀者
が中心であることを考えると、慶應義塾大の合格に必
要なスコアは相当高いということになります。 
北米にいる間にすべきことは何か？北米にいる間にすべきことは何か？北米にいる間にすべきことは何か？北米にいる間にすべきことは何か？    
 ここまでお読みになられて、帰国生入試は意外に大
変だと思われた方も多いのではないでしょうか。しか
し、そうではありません。やはり、一般入試に比べれ
ばそのハードルは低く、ちょっとした努力で目標とする
大学、否それ以上の大学の合格を勝ち取ることがで
きるのです。英数国理社の5教科にわたる幅広い知
識と、文系で言えば英国、数または社、理系で言えば
英数理に関する深い知識と解答技術、さらに論述力
を要求される一般入試受験生は、高校1年生あるいは
もっと早い段階からこつこつ学習しても合格レベルに
到達できる者はごく少数です。 

そのことを踏まえて、帰国生入試受験予定者が北
米にいる間にすべきことを簡単に述べてみましょう。 

まず第一に1日でも早く帰国生大学入試の世界に
触れることが必要です。自分の入りたい大学や学部
を定め、その内容を把握すること、どんな入試が行わ
れているかを知ることを実践してください。それだけで
も学習に対する姿勢が変わってきます。さらに、どん
な入試問題が出題されているかを知り、それを解いて
みることを行えば、学習の方向性が見えてきます。そ
して、日本語での学習を毎日こつこつこなすことです。
そして、日本の出来事に関する情報収集を行ってくだ
さい。インターネットのニュースを毎日見る習慣も付け
ると良いでしょう。最近の国際社会や日本で起こった
出来事に関する知識は、小論文でも面接でも必要で
す。また、学部の研究内容に関する学術書(新書版で
発行されています)に目を通すことも必要です。小論
文は学部共通問題でない限り、学部・学科の専門知
識を必要とされることが多いのです。また、面接にお
いて学部・学科への志望理由を聞かれることは定番
であり、その対策としてもこれらが必要なのです。 

第二には、英語力の強化です。1日のうち大半を占
める現地校での学習を一つ一つ大切に自分のものに
していきましょう。それが、統一試験のスコアアップに
もつながります。統一試験が必要でない大学の志望
者も、受けておけば受験校の選択肢に広がりが出ま
すし、自分の英語力の判断材料となりますので受験

をお勧めします。 
 第三には、北米での生活を十分に謳歌することで
す。クラブ活動やボランティア活動にも力をいれて、学
校の成績以外でもきらりと光るものを手に入れてくだ
さい。それはAO入試において好材料となります。もち
ろん帰国生入試においても、面接や小論文に活きて
きます。  
 帰国生大学入試受験予定者は、滞在期間や帰国の
時期、年齢などの状況が個々によって異なっていま
す。そして、その状況や英語力の向上や日本語力保
持の度合いに応じて学習対策を考えねばなりませ
ん。日本に帰国してからは、河合塾海外帰国生コース
が万全のカリキュラムとご指導を提供しますが、海外
にいる間にそのベースを確実に築いておくことが志望
校合格への最短距離となります。北米事務所では
個々の受験生の状況をお聞きした上で、日本帰国ま
でに必要なことをアドバイスし、海外にいる間にできる
限りの準備を整えるためのお役に立ちたいと考えて
います。 

北米事務所開設のご案内北米事務所開設のご案内北米事務所開設のご案内北米事務所開設のご案内    
 北米で暮らす日本人子女は、他地域と比較すると現
地の学校に入学させる方の比率が高くなっています。
現地の学校に学び、英語を習得すること、異文化を吸
収することは、その後の人生にとって大変良い経験と
なることでしょう。ただし、企業駐在員や大学の研究員
として移住された方には、いずれ日本に帰国するとい
う日がやってきます。せっかく北米の学校や生活に慣
れたのに、帰国しなければならないという残念な思い
の方、やっと日本に帰れると嬉しく思う方など様々だと
思いますが、日本では子どもたちに入学試験という関
門が待ち受けています。 
 と言いましても、在外子女は帰国生入試という特別
枠が利用できます。海外生活によって日本語力がや
や低下している子どもの受け入れを行なうという入試
ですから、一般入試に比べればまだ楽とも言えるかも
しれません。が、その代わりに外国語（英語）の力が
試されますし、面接も重要視されています。また、一
般入試の受験者以上に目的意識や自分の体験を表
現する力が試されます。日本語での小論文（作文）や
学科試験も課されます。それらの対策を実行するため
には相当な努力が必要ですし、日本に帰国が決まっ
てからあわてて始めてもなかなか厳しいでしょう。従っ
て、早めに帰国生入試の仕組みを理解し、対策を立
てておくことが肝要です。 
 そして、そのような課題を抱える北米在住の皆様の
相談窓口として、2007年9月1日、河合塾海外帰国生



コース北米事務所が開設されました。当事務所はミシ
ガン州を拠点に日米間の教育的な交流活動を実践し
ている米日教育交流協議会（UJEEC)の事務所内にあ
ります。当事務所にて、日米両国での指導経験を持つ
アドバイザーが、日本の大学進学をめざす受験生とそ
の保護者に対し、最新の役立つ入試情報を提供する
とともに、一人一人の状況に応じた受験校選定や合
格に向けて必要な準備、学習対策についてアドバイス
します。たとえば次のような質問やご相談を受け付け
ています。 
１）帰国生大学入試の仕組みについて 
２）将来の進路(学部や職業など)について 
３）目標とする大学の統一試験の合格ラインや受験対
策について 
４）小論文や面接の対策について 
５）アメリカでしておくべき学習対策について 
６）河合塾帰国生コースに関する質問 
７）日本に帰国してからの学習対策 
 北米事務所では、アメリカ・カナダからの通話が無料
のお問い合わせ専用トールフリーダイヤル（1‐866‐
460‐1023）を用意しております。また、専用のE‐mail
（kikoku@ujeec.org)アドレスも用意しております。どうぞ
お気軽にご利用ください。 

北米事務所アドバイザーの紹介北米事務所アドバイザーの紹介北米事務所アドバイザーの紹介北米事務所アドバイザーの紹介    
 開設された北米事務所アドバイザー
の丹羽筆人です。私は河合塾にて約
15年間にわたり、大学入試受験生の進
学指導を担当し、多数の大学進学者を
送り出しました。同時に大学入試情報
や学部・学科情報を収集、模擬試験データの分析を
行い、それらの情報を進学情報誌に編集する仕事に
も携わっておりました。1999年に渡米してからは、カリ
フォルニア州、ニューヨーク・ニュージャージー州、ミシ
ガン州の日本語補習校や学習塾の講師を歴任し、日
本に帰国した際に必要な日本語による教科学習を指
導してまいりました。また、大学、高校、中学の帰国生
入試の受験指導も行い、海外の指導者という立場か
ら情報収集にも努力しました。このような日米両国で
の指導経験を活かし、日本に帰国受験を予定してい
る受験生や保護者の皆様の一助となればと思ってお
ります。どうぞよろしくお願いします。 

帰国生大学入試情報帰国生大学入試情報帰国生大学入試情報帰国生大学入試情報    
<2008<2008<2008<2008年度入試のこれからのスケジュール年度入試のこれからのスケジュール年度入試のこれからのスケジュール年度入試のこれからのスケジュール>>>>    
大学入試センター試験大学入試センター試験大学入試センター試験大学入試センター試験：2008年1月19～20日 

国公立大学入試国公立大学入試国公立大学入試国公立大学入試：2008年2月25～26日(前期日程) 

<<<<統一試験実施日程統一試験実施日程統一試験実施日程統一試験実施日程>>>>    
TOEFLTOEFLTOEFLTOEFL：実施会場によって日程が異なります。ETSの
ウェブサイト www.ets.org にて確認してください。 
SATSATSATSAT：2008年1月26日、3月1日、5月3日、6月7日＊但
し、3月1日にはSubject Testsは実施されません。詳細
はCollege Boardのウェブサイトwww.collegeboard.com
にて確認してください。 
＊TOEFLは9～10年生、SATは10～11年生から受験を始める
ことをお勧めします。 

<2009<2009<2009<2009年度入試情報年度入試情報年度入試情報年度入試情報>>>>    
国際基督教大（国際基督教大（国際基督教大（国際基督教大（ICUICUICUICU）帰国生入試の変更）帰国生入試の変更）帰国生入試の変更）帰国生入試の変更    
 2月入試を取りやめ、9月に入試を行う。現行の一般
学習能力考査、英語読解力および聴解力考査を取り
やめ、英語、小論文（日本語による記述式）、面接とす
る。英語の試験は行わず、TOEFLまたはTOEICの公
式スコアの提出が必須となる。 
 詳細は、2008年4月以降に大学のホームページにて
発表されます。 

河合塾からのお知らせ河合塾からのお知らせ河合塾からのお知らせ河合塾からのお知らせ    
 11年生修了後の夏休みに行われる「一時帰国生「一時帰国生「一時帰国生「一時帰国生
コース」コース」コース」コース」の案内書を12月下旬より配布します。ご住所
をいただいている11年生の方には自動的にお送りし
ます。1月中旬になってもお手元に届かない場合は、
北米事務所までご連絡ください。 
 2008年2月1日より、高校卒業生対象の「「「「2008200820082008年度大年度大年度大年度大
学受験科 海外帰国生コース」学受験科 海外帰国生コース」学受験科 海外帰国生コース」学受験科 海外帰国生コース」の入塾受付を開始しま
す。3月31日までにインターネットにて申し込みをされ
ますと、入塾金が半額となる特典があります。その
他、兄弟割引やお友達紹介キャンペーンもありますの
でご利用ください。詳細は北米事務所までお問い合わ
せください。 
 海外帰国生大学入試情報を満載した情報誌「栄冠「栄冠「栄冠「栄冠
めざして 海外帰国生入試編」めざして 海外帰国生入試編」めざして 海外帰国生入試編」めざして 海外帰国生入試編」を特別価格の＄35（送
料・税込み）で販売しています。ご希望の方は北米事
務所にお申し込みください。 

学校法人河合塾 海外帰国生コース 北米事務所 
Kawaijuku Educational Institution, Returning Students Course, North America Office 

41683 Magnolia Court, �ovi, MI 48377  Tel & Fax : 1-866-460-1023     E-mail : kikoku@ujeec.org    Website : : : : www.kawai-juku.ac.jp/kikoku    


